
暖かな春の日差しに包まれて、新たな未来へ旅立つ卒業生

今年も町内の各学校並びに保育園（所）において

卒業式などが挙行され、思い出多き学び舎を後にした。

４月からは新たな環境の中で、それぞれの道を刻んでゆく。

そして、別れ惜しんだ学び舎には、

また新たな出会いが訪れる。

（３月19日古丹別小学校卒業式より）
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私
は
、
①
住
ん
で
楽
し
い
誇
り
と

希
望
を
持
て
る
町
づ
く
り
、
②
人
に

優
し
い
、
若
々
し
い
元
気
な
町
づ
く

り
、
③
農
業
、
漁
業
、
商
工
業
等
が

し
っ
か
り
根
づ
く
土
壌
を
作
り
、
底

力
を
つ
け
る
町
づ
く
り
、
④
町
に
”

う
ね
り
“
を
つ
け
る
た
め
の
人
づ
く

り
に
よ
る
町
づ
く
り
の
四
つ
の
柱
を

基
本
姿
勢
と
し
て
町
政
推
進
に
あ
た

っ
て
参
り
ま
す
。

　
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権
は
、

市
町
村
が
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
重

要
な
役
割
と
責
務
を
担
う
時
代
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
市
町
村
こ
そ

が
知
恵
と
工
夫
に
よ
っ
て
大
き
な
可

能
性
を
発
揮
で
き
る
「
先
端
行
政
」

の
担
い
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
自

ら
考
え
、
自
ら
が
行
う
住
民
自
治
こ

そ
が
、
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
自
治

の
姿
で
あ
り
、
民
主
主
義
の
原
点
で

あ
る
と
共
に
、
市
町
村
の
発
展
が
北

海
道
や
国
の
繁
栄
に
繋
が
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
内
に
お
い
て

は
、
長
期
的
に
低
迷
す
る
経
済
情
勢

の
中
、
国
の
三
位
一
体
改
革
な
ど
に

み
ら
れ
る
構
造
改
革
は
、
地
方
に
大

き
な
負
担
を
強
い
る
結
果
と
な
り
、

地
方
交
付
税
な
ど
は
、
な
お
一
層
の

減
額
に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
本
町

は
極
め
て
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

「
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
の
再
構

築
」
を
図
り
、
全
国
に
知
れ
わ
た
っ

た
「
風
力
発
電
」
や
「
第
三
種
苫
前

漁
港
の
整
備
」、「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
の
建
設
」、「
苫
前
厚
生
病
院

の
建
設
」
等
に
よ
り
社
会
資
本
の
整

備
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を

十
分
に
生
か
す
方
策
を
展
開
し
、
本

町
の
産
業
と
一
体
化
さ
せ
、
更
に
、

町
の
経
済
力
を
高
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、「
今
ま
で
の
概
念
に

と
ら
わ
れ
ず
、
大
胆
に
脱
皮
し
て
新

た
な
行
政
手
法
」
で
将
来
的
に
町
民

の
幸
せ
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
す
る

た
め
に
、
地
に
足
の
つ
い
た
、
し
っ

か
り
と
し
た
町
政
を
進
め
て
参
り
ま

す
。「
人
が
輝
き
　
躍
動
す
る
ま
ち

苫
前
町
」
を
め
ざ
し
、
町
民
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
英
知
を
結
集
し
、

発
展
の
礎
を
し
っ
か
り
築
い
て
い
く

決
意
で
あ
り
ま
す
。

町
議
会
の
皆
様
、
町
民
の
皆
様
の

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
の
財
政
は
、
構
造
的
に
極
め

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
や
国
の
財
政

危
機
等
か
ら
、
町
の
歳
入
の
約
半
分

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
、
平
成
十

一
年
度
か
ら
連
続
し
て
削
減
さ
れ
、

平
成
十
六
年
度
の
地
方
財
政
計
画
で

は
、
臨
時
財
政
対
策
債
も
含
め
た
実

質
的
な
削
減
率
が
、
対
前
年
比
マ
イ

ナ
ス
一
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
過
去

最
高
の
引
き
下
げ
幅
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
方
、
歳
出
で
は
、
近
年
集
中
し

て
実
施
し
た
各
種
大
型
事
業
の
公
債

費
等
が
約
三
分
の
一
を
占
め
、
現
在

実
施
中
の
下
水
道
事
業
や
実
施
を
予

定
し
て
い
る
苫
前
中
学
校
改
築
事
業

も
加
わ
っ
て
、
今
後
と
も
、
こ
れ
ら

の
借
金
の
返
済
額
は
高
止
ま
り
で
推

移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
構
造
の

中
で
、
平
成
十
六
年
度
予
算
は
、
こ

れ
ま
で
の
予
算
編
成
方
法
を
見
直
し
、

更
な
る
節
減
・
合
理
化
に
努
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
歳
出
を
経
常
的
経

費
と
政
策
的
経
費
に
分
け
、
経
常
的

経
費
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
削
減
の
上
、

各
課
ご
と
に
予
算
配
分
枠
を
設
定
す

る
「
枠
配
分
方
式
」
を
採
用
す
る
と

と
も
に
、
政
策
的
経
費
は
、
各
課
ご

と
に
優
先
順
位
を
付
し
て
そ
の
必
要

性
、
緊
急
性
を
掘
り
下
げ
、
厳
選
し

計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
度
予

算
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
緊
縮
型
予

算
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
な
お
、

収
支
不
足
と
な
り
、
四
年
連
続
し
て

各
種
基
金
積
立
金
か
ら
の
繰
入
を
余

「人が輝き 躍動するまち 苫前町」をめざして 「人が輝き 躍動するまち 苫前町」をめざして 「人が輝き 躍動するまち 苫前町」をめざして 「人が輝き 躍動するまち 苫前町」をめざして 

平成16年度町政執行方針

本日、ここに平成１６年第１回苫

前町議会定例会開催（３月３日開催）

にあたり、町政執行の基本的な考え

方と施策の大綱について申し上げた

いと存じます。

平
成
十
六
年
度
予
算
及
び

財
政
運
営
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方



儀
な
く
さ
れ
、
当
初
で
約
二
億
八
千

万
円
の
繰
入
で
あ
り
、
今
後
も
補
正

に
よ
り
、
更
に
、
増
加
す
る
見
通
し

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
に
お
け
る
構
造
改
革
、
地
方
分

権
、
市
町
村
合
併
推
進
等
の
動
向
を

考
慮
し
た
場
合
、
将
来
へ
の
財
政
健

全
化
を
図
る
べ
く
本
町
の
実
体
力
に

見
合
っ
た
財
政
構
造
へ
の
転
換
が
急

務
の
課
題
で
あ
り
、
適
正
な
受
益
者

負
担
等
自
主
財
源
の
確
保
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
事
業
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
費
用
対
効
果
の
視
点
に
立

ち
、
大
胆
か
つ
厳
格
な
見
直
し
に
よ

本
町
の
農
業
・
農
村
は
、
恵
ま
れ

た
自
然
と
土
地
資
源
を
生
か
し
、
専

業
的
な
経
営
に
よ
り
、
地
域
を
支
え

る
重
要
な
産
業
と
し
て
発
展
し
、
本

町
の
経
済
社
会
の
基
盤
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
の
農
業
・
農
村
を

め
ぐ
る
最
近
の
情
勢
は
、
農
産
物
価

格
の
下
落
に
よ
る
農
家
経
営
の
低
迷
、

農
家
戸
数
の
減
少
や
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
農
村
活
力
の

低
下
等
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
に
即
し
た
施
策
の
展
開

に
加
え
て
、
十
四
年
四
月
に
は
、「
食
」

と
「
農
」
の
再
生
プ
ラ
ン
を
公
表
し
、

食
品
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
を
回

復
す
る
た
め
の
施
策
の
重
点
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
同
年
十
二
月

に
は
、
水
田
農
業
政
策
・
米
政
策
の

大
転
換
を
目
的
と
し
た
「
米
政
策
改

革
大
綱
」
の
策
定
や
、
特
定
地
域
に

お
け
る
規
制
の
特
例
措
置
を
講
じ
る

な
ど
、
様
々
な
農
政
の
改
革
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
農
業
は
、
担
い
手
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
加
え
、
蔬
菜
生
産

の
減
少
、
地
力
の
低
下
な
ど
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
農
業
経
営
の

安
定
と
本
町
農
業
の
持
続
的
発
展
を

図
る
た
め
に
は
、
米
政
策
改
革
大
綱

を
踏
ま
え
、
早
急
に
生
産
面
・
経
営

面
双
方
の
構
造
改
革
に
取
り
組
み
、

地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
現
在
ま
で
、

本
町
農
業
の
指
針
と
し
て
農
業
振
興

計
画
を
策
定
し
、
様
々
な
課
題
や
目

標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
は
、

農
業
振
興
計
画
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
需
要
に
対
応
し
た
作
物
・
販
売

戦
略
、
水
田
の
利
活
用
、
担
い
手
を

中
心
と
し
た
生
産
構
造
の
改
革
な
ど
、

そ
の
実
現
に
取
り
組
む
「
地
域
水
田

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
中
で
、

共
同
経
営
や
法
人
化
等
の
経
営
体
育

成
、
農
地
の
利
用
集
積
に
よ
る
経
営

基
盤
の
強
化
、
輪
作
体
系
の
確
立
な

ど
、
関
係
機
関
・
団
体
が
一
丸
と
な

っ
て
地
域
農
業
の
構
造
改
革
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
飼
料
生
産
基
盤
に
立
脚
し

た
生
産
性
の
高
い
酪
農
経
営
の
実
現

を
図
る
た
め
、「
道
営
担
い
手
育
成
草

地
整
備
改
良
事
業
」
に
よ
り
、
草
地

基
盤
の
整
備
を
推
進
し
、
自
給
飼
料

の
低
コ
ス
ト
生
産
や
農
作
業
の
効
率

化
を
図
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

「
経
営
体
育
成
整
備
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
継
続
中
の
東
川
地
区
と
西

古
丹
別
地
区
及
び
平
成
十
五
年
度
で

新
規
採
択
さ
れ
た
九
重
地
区
に
対
し
、

「
食
料
・
環
境
基
盤
緊
急
確
立
対
策

事
業
」
に
よ
り
受
益
者
負
担
の
一
部

を
助
成
し
、
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

農
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
留
萌
中

部
三
期
地
区
広
域
営
農
団
地
農
道
整

備
事
業
に
よ
り
継
続
で
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

更
に
、
か
ね
て
か
ら
地
区
よ
り
要

望
の
あ
り
ま
し
た
「
八
線
沢
た
め
池

改
修
工
事
」
に
つ
い
て
も
、
本
年
度
、

実
施
計
画
樹
立
費
を
計
上
し
、
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
が
進
み
労
働
力
が
減
少
す
る

中
で
、
離
農
跡
地
の
増
大
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、「
農
地
移

動
適
正
化
あ
っ
せ
ん
事
業
」、或
い
は
、

「
農
地
保
有
合
理
化
事
業
等
」
に
よ

る
総
合
的
な
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
農
地
の
適
正
な
保
有
と
利
用

を
図
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

林
業
は
、
農
業
・
漁
業
と
と
も
に

本
町
の
一
次
産
業
の
中
核
を
担
い
、

特
に
、
そ
の
基
で
あ
る
森
林
は
、
水

資
源
の
涵
養
や
大
気
の
浄
化
な
ど
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
重
要
性

が
、
地
球
規
模
で
見
直
さ
れ
て
き
て

い
る
現
状
か
ら
、
貴
重
な
森
林
資
源

の
拡
大
・
確
保
を
図
る
た
め
、
優
良

な
森
林
育
成
を
目
的
と
し
た
除
間
伐

や
枝
打
ち
を
実
施
し
、
資
源
の
確
保

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

更
に
は
、
森
林
所
有
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
民
有
林
造
成
事
業

に
対
す
る
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
森
林
整
備

地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
」
を
活

用
し
、
森
林
施
業
の
実
施
に
向
け
た

地
域
活
動
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
林
業
の
担
い
手
育
成
対
策

を
推
進
し
、
併
せ
て
昨
年
に
引
き
続

き
「
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
対
策

事
業
（
ニ
シ
ン
の
森
再
生
事
業
）」
を

積
極
的
に
実
施
し
、
雇
用
の
拡
大
・

就
業
機
会
の
創
出
を
図
り
、
適
正
な

保
育
管
理
等
に
よ
る
山
づ
く
り
と
林

業
経
営
の
安
定
実
現
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

「
小
規
模
治
山
事
業
（
栄
浜
地
区
）」

つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度
よ
り
着

る
取
捨
選
択
・
重
点
化
を
図
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
す
視

点
で
、
義
務
的
経
費
を
含
め
た
、
い

わ
ば
「
聖
域
」
と
さ
れ
て
き
た
経
費

に
つ
い
て
も
、
節
減
・
合
理
化
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
町
民
に
対
し
て
、

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て
引

き
続
き
周
知
し
、
町
の
財
政
健
全
化

の
取
り
組
み
に
理
解
を
求
め
る
と
と

も
に
、
受
益
者
負
担
や
行
政
と
町
民

と
の
協
働
と
い
っ
た
考
え
方
に
つ
い

て
、
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

産
業
の
振
興
と

地
域
活
性
化
対
策

農
　
　
　
　
業

林
　
　
　
　
業
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手
し
て
お
り
、
継
続
事
業
（
四
カ
年

計
画
）
に
よ
り
山
腹
の
崩
壊
防
止
、

公
共
施
設
の
保
全
の
た
め
事
業
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

水
産
業
の
現
状
を
見
る
と
、
過
剰

漁
獲
や
海
洋
環
境
の
悪
化
か
ら
周
辺

海
域
で
の
水
産
資
源
の
減
少
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
町
で
は
平
成
五
年

か
ら
ウ
ニ
の
人
工
種
苗
放
流
を
実
施

し
、
磯
根
資
源
の
増
大
に
努
め
て
お

り
、
本
年
度
も
継
続
し
て
支
援
し
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
ヒ
ラ
メ
の
放
流
や
ハ
タ
ハ

タ
の
増
殖
事
業
等
栽
培
漁
業
に
つ
い

て
も
、
資
源
維
持
増
大
に
向
け
積
極

的
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ア
ワ
ビ
の
人
工
種
苗
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
年
か
ら
放
流
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
放
流
効
果
が
上
が
ら
な
い

状
態
で
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
協

議
し
て
本
年
度
は
人
工
種
苗
放
流
を

中
止
し
、
今
後
の
ア
ワ
ビ
資
源
の
推

移
を
見
守
る
こ
と
と
し
ま
す
。

特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
の

決
定
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
度
も
国

直
轄
に
よ
る
「
第
三
種
苫
前
漁
港
整

備
」
が
引
き
続
き
進
め
ら
れ
、
今
後
、

不
足
し
て
い
る
係
留
岸
壁
や
用
地
整

備
に
よ
り
、
安
全
で
作
業
の
効
率
化

が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。現

在
、
苫
前
漁
港
新
港
側
背
後
地

で
は
、「
漁
港
環
境
整
備
事
業
」
に
よ

り
緑
地
・
管
理
棟
・
駐
車
場
等
の
整

備
が
進
め
ら
れ
、
隣
接
す
る
海
水
浴

場
・
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・
町
営
風

力
発
電
所
や
苫
前
漁
港
ダ
ブ
ル
デ
ッ

キ
を
連
動
さ
せ
、
都
市
と
の
交
流
拠

点
と
し
、
観
光
客
及
び
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
利
用
者
等
と
漁
業
者
が
、
一

体
的
に
活
用
で
き
る
総
合
的
な
振
興

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

漁
業
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
昨
今
、

自
立
し
た
漁
協
運
営
の
確
立
と
地
域

漁
業
の
一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
、

天
塩
・
初
山
別
・
羽
幌
・
苫
前
の
留

萌
北
部
四
漁
協
が
合
併
し
、
本
年
一

月
、
新
た
に
「
北
る
も
い
漁
業
協
同

組
合
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

に
伴
い
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
組
織

の
効
率
化
が
必
要
と
な
り
、「
漁
業
組

織
緊
急
再
編
対
策
事
業
」
に
対
し
て

も
助
成
し
て
参
り
ま
す
。

長
期
的
に
低
迷
す
る
不
況
の
中
で
、

公
共
事
業
削
減
や
近
隣
市
町
村
へ
の

大
型
店
の
進
出
な
ど
、
本
町
商
工
業

を
取
り
ま
く
情
勢
は
、
一
段
と
厳
し

さ
を
増
し
て
き
て
お
り
、
商
工
会
に

よ
る
「
中
小
企
業
指
導
事
業
」
を
は

じ
め
、
町
と
し
て
も
振
興
資
金
融
資

制
度
・
小
口
金
融
貸
付
資
金
制
度
・

利
子
補
給
制
度
等
を
継
続
的
に
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

観
光
事
業
に
つ
い
て
は
「
風
か
お

る
ま
ち
と
ま
ま
え
」
を
テ
ー
マ
に
、

風
力
発
電
所
・
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
・

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・
古
代
の
里
・

三
毛
別
羆
事
件
跡
地
、
そ
し
て
“
と

ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
”
な
ど
と
連

動
し
た
観
光
客
の
増
加
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
か
ら
要
望
の
多
い
夏

の
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
「
風
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
し
い
効
率
的
な

内
容
を
検
討
し
、
事
業
が
具
体
化
次

第
随
時
、
議
会
並
び
に
町
民
の
皆
様

へ
お
知
ら
せ
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

更
に
、
国
の
「
緊
急
地
域
雇
用
創

出
特
別
対
策
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
等
の
ロ
ケ
地

と
し
て
の
調
査
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
公
開
す
る
「
苫
前
町
ロ
ケ

地
調
査
及
び
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

公
開
事
業
」
に
つ
い
て
現
在
、
補
助

金
申
請
中
で
あ
り
、
補
助
事
業
と
し

て
決
定
次
第
、
本
事
業
を
推
進
す
る

こ
と
と
し
、
ロ
ケ
隊
の
誘
致
や
観
光

客
の
誘
致
に
結
び
つ
け
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
「
な
な
か

ま
ど
の
館
」
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

宿
泊
者
の
急
激
な
減
少
に
繋
が
ら
な

い
よ
う
委
託
業
者
と
と
も
に
サ
ー
ビ

ス
面
の
向
上
や
営
業
努
力
を
し
て
参

り
ま
す
。

株
式
会
社
苫
前
町
振
興
公
社
の
運

営
に
よ
り
営
業
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
オ
ー
プ
ン
以
来
同
公
社

の
計
画
し
た
営
業
収
益
確
保
が
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
件
費
を
は
じ

め
営
業
費
用
の
徹
底
し
た
見
直
し
を

図
り
営
業
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
低
迷
す
る
経
済
情
勢
の
中

で
、
売
上
額
は
不
安
定
で
あ
り
、
平

成
十
五
年
度
に
お
い
て
も
、
計
画
し

た
営
業
収
益
の
確
保
が
難
し
い
状
況

で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
け
る
同
公
社
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
最
近
の
各
種
の
民
間
調

査
に
お
け
る
「
好
き
な
温
泉
」
や
「
好

き
な
温
泉
宿
」
部
門
で
上
位
に
ラ
ン

キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更

に
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
り
、
年
間
を

通
し
て
の
集
客
力
及
び
利
用
客
の
向

上
を
目
指
し
、
更
な
る
営
業
費
用
の

見
直
し
を
図
り
、
安
定
的
経
営
が
成

り
立
つ
よ
う
、
町
と
し
て
も
適
切
な

助
言
や
積
極
的
な
支
援
を
行
い
、
町

民
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、
又
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
施
設

と
な
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

漁
　
　
　
　
業

商
　
工
　
観
　
光

新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
）の
運
営
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本
年
度
、
ウ
ィ
ン
ビ
ラ
発
電
所

（
株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
ア
ッ
プ
苫
前
）

内
に
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
で
も

初
め
て
の
風
力
発
電
安
定
化
に
資
す

る
大
型
蓄
電
設
備
の
実
証
試
験
施
設

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
“
風
車
の

町
”
と
し
て
、
更
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
更
に
風
力
発
電

事
業
の
先
進
地
と
し
て
の
実
証
や
実

績
向
上
に
意
を
注
ぎ
な
が
ら
、
情
報

発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
う
と

共
に
、
安
定
的
な
施
設
運
営
を
構
築

す
る
自
主
管
理
体
制
の
強
化
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
は
、
戦
後
の
「
団
塊
の
世

代
（
昭
和
二
十
二
年
か
ら
昭
和
二
十

四
年
生
ま
れ
）」が
六
十
五
歳
以
上
に

な
る
二
〇
一
五
年
に
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
人
口
が
三，

二
七
七
万
人
、

高
齢
化
率
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
、
国
民
の
四
人
に

一
人
が
高
齢
者
と
な
る
「
二
〇
一
五

年
問
題
」
で
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
を

含
め
諸
外
国
が
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
速
さ
で
超
高
齢
社
会
へ
突
入
す
る

年
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
十
六

年
二
月
一
日
現
在
で
、
国
の
高
齢
化

率
一
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
遙
か
に

超
え
三
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し

て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
高
齢
化
が

進
む
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
予
測
さ

れ
、
高
齢
者
が
自
立
し
て
少
し
で
も

長
く
在
宅
で
生
活
が
で
き
る
介
護
予

防
対
策
を
最
重
点
に
、
行
政
内
部
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、
町
の
組
織
が

横
断
的
に
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

更
に
、
元
気
な
高
齢
者
が
そ
の
知

識
と
経
験
を
活
か
し
た
地
域
社
会
の

担
い
手
と
し
て
、
活
躍
が
で
き
る
場

を
確
保
す
る
な
ど
、
将
来
の
人
口
構

造
を
見
通
し
た
福
祉
政
策
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

育
児
不
安
等
に
対
す
る
相
談
指
導
、

子
育
て
情
報
の
提
供
、
保
育
所
（
園
）

施
設
の
開
放
及
び
保
育
所
（
園
）
事

業
へ
の
参
加
促
進
等
に
よ
る
地
域
に

お
け
る
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
苫
前
保
育

園
及
び
古
丹
別
保
育
所
に
継
続
し
て

「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
夫
婦
の
出
生
力
の
低
下
に

伴
う
急
速
な
少
子
化
の
進
行
を
踏
ま

え
、
国
の
基
本
施
策
と
し
て
家
庭
や

地
域
に
お
け
る
「
子
育
て
機
能
の
再

生
」
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
十
五

年
七
月
に
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
が
公
布
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
十
年
間
に
亘
る
「
市
町
村
行
動

計
画
」
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
平
成
十
五
年
度
に
実

施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
た
本

町
の
行
動
計
画
を
本
年
度
末
を
目
途

に
策
定
い
た
し
ま
す
。

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

基
本
に
、
障
害
者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
し
、
契
約
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
「
支
援
費
制
度
」
が
平

成
十
五
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
本
年
度
も
こ
の
制
度
の
啓
蒙

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
財
団
法
人
北
海
道
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
が
主
催
す
る
第

四
十
二
回
北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
本
年
七
月
三
日
、
四
日
の
両

日
、
留
萌
支
庁
管
内
の
各
市
町
村
を

会
場
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

本
町
に
お
い
て
も
「
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
」
及
び
「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
」
を
会
場
と
し
て
、
二
種
目

（
フ
ロ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
（
盲
人
卓
球
））

の
競
技
が
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
開
催
に
対

し
、
人
的
か
つ
財
政
的
な
支
援
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福
祉
事
業

分
野
に
お
い
て
町
行
政
の
一
翼
を
担

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
平
成
十
四

年
度
か
ら
町
職
員
を
事
務
局
長
と
し

て
兼
任
発
令
し
、
自
立
に
向
け
た
業

務
体
制
の
確
立
、
更
に
は
、
財
政
面

で
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
資
金
は
、
補
助

金
や
寄
付
金
な
ど
非
常
に
不
安
定
な

財
務
体
制
で
あ
り
ま
す
が
、
訪
問
介

護
事
業
で
の
地
域
へ
の
貢
献
、
各
福

祉
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ

る
地
域
に
密
着
し
た
活
動
展
開
等
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
重
要
性
は
今
後
、

益
々
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
認
識
し
、

町
と
し
て
も
、
な
お
一
層
の
連
携
を

深
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
社
会
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
中
で
、
地
域
福
祉
に
対
す
る

住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
も
多
種
・
多
様

化
し
て
お
り
、
住
民
と
行
政
が
一
体

と
な
り
地
域
福
祉
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
福
祉
行
政
を
推
進
す
る
上

で
、
地
域
住
民
や
社
会
福
祉
団
体
等

と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

社
会
福
祉
団
体
等
の
体
制
の
強
化
や

充
実
し
た
組
織
運
営
等
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
団
体
に
対

し
必
要
な
人
的
、
財
政
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

風
力
発
電
施
設
の
有
効
活
用

高
齢
者
福
祉
対
策
の
推
進

社
会
福
祉
の
充
実
と

健
康
づ
く
り
の
推
進

社
会
福
祉
協
議
会
・

福
祉
団
体
等
の
支
援

障
害
者
福
祉
対
策
の
推
進
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地
域
に
お
け
る

保
育
事
業
等
の
推
進
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依
然
と
し
て
進
展
す
る
急
速
な
高

齢
化
や
保
健
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
等
に
即
応
し
、
地
域
に
お
け

る
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

も
多
様
化
し
、
か
つ
、
高
度
化
す
る

保
健
、
衛
生
等
に
関
す
る
需
要
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
地
域
の
特

性
と
社
会
福
祉
等
関
連
施
策
の
有
機

的
な
連
携
に
配
慮
し
、
地
域
住
民
の

健
康
の
保
持
及
び
増
進
を
目
的
と
す

る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

医
療
、
教
育
、
保
育
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
を
深
め
、
母
性
を
含
め
た

乳
幼
児
及
び
児
童
等
に
対
す
る
保
健

指
導
、
健
康
診
査
等
の
母
子
保
健
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
成
年
期
以
降
に
は
、
が
ん
、

高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
予
防
対

策
と
し
て
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談

を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
提
供
す
る
た
め
、
基
本
健
康
診

査
と
各
種
が
ん
検
診
を
抱
き
合
わ
せ

て
実
施
す
る
な
ど
、
老
人
保
健
法
に

よ
る
「
保
健
事
業
」
を
総
合
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

更
に
は
、
心
身
等
に
障
害
の
あ
る

方
に
対
す
る
機
能
訓
練
や
痴
呆
予
防

本
年
度
は
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、

防
雪
柵
設
置
事
業
二
カ
所
を
計
画
し
、

道
路
網
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

道
路
維
持
関
係
は
、
昨
年
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
道
路
維
持
業
務
の
見

直
し
作
業
を
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、

経
費
の
節
減
を
図
り
つ
つ
、
簡
素
で

合
理
的
な
管
理
体
制
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。

更
に
、
冬
期
間
の
除
雪
対
応
に
つ

い
て
も
、
常
に
費
用
対
効
果
に
考
慮

し
つ
つ
、
民
間
組
織
の
機
動
力
を
有

効
活
用
し
、
地
域
住
民
の
要
望
に
応

え
る
と
と
も
に
、
安
全
で
快
適
な
道

路
管
理
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

事
業
な
ど
を
通
し
健
康
保
持
増
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
社
会
参
加
を
促

す
手
助
け
と
な
る
よ
う
な
施
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
行
政
の
一
方
通
行
で
は
な

く
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、「
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
や

「
食
生
活
改
善
協
議
会
」
の
住
民
組

織
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
の
団
体
と
の
連
携
を

強
化
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
健
康
づ

く
り
推
進
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。

「
古
丹
別
川
氾
濫
防
止
対
策
改
修

工
事
」
で
支
障
と
な
る
「
水
道
取
水

施
設
移
転
工
事
」
を
現
在
位
置
か
ら

二
�
上
流
地
点
で
行
い
ま
す
。

移
転
に
あ
た
っ
て
の
条
件
や
問
題

点
も
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
解
決

さ
れ
る
方
向
で
あ
り
、
本
年
度
は
、

陸
地
の
取
水
施
設
と
道
路
沿
い
に
布

設
す
る
導
水
管
工
事
が
融
雪
後
早
期

に
、
河
川
部
の
取
水
施
設
は
、
渇
水

期
の
冬
期
間
に
工
事
を
行
い
、
長
期

的
な
視
野
に
立
っ
た
水
道
本
来
の
目

的
で
あ
る
「
豊
富
で
安
心
・
安
全
な

水
」
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
措

置
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

道
が
継
続
工
事
中
の
二
級
河
川
古

丹
別
川
及
び
三
毛
別
川
、
さ
ら
に
関

連
施
設
を
含
め
代
替
施
工
中
の
番
屋

の
沢
川
と
も
、
昨
今
の
公
共
事
業
を

取
り
ま
く
厳
し
い
状
況
の
中
、
関
係

機
関
並
び
に
隣
接
す
る
多
く
の
土
地

所
有
者
の
方
々
の
揺
る
ぎ
な
い
協
力

体
制
を
仰
ぎ
、
着
々
と
治
水
事
業
促

進
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
町
と
し
て
自
然
災
害
か
ら

「
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
」

は
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
常
に
治
水

整
備
の
必
要
性
を
訴
え
続
け
、
事
業

に
遅
延
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

生
活
路
線
バ
ス
は
、
唯
一
の
公
共

輸
送
機
関
と
し
て
、
そ
の
維
持
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
昨
年
に
引
き
続

き
、
留
萌
支
庁
生
活
交
通
確
保
対
策

協
議
会
策
定
の
「
生
活
交
通
路
線
維

持
確
保
三
カ
年
計
画
」
に
基
づ
き
、

国
が
関
与
す
る
幹
線
路
線
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
上
平
古
丹
別
線
に
つ

い
て
も
、
町
が
関
与
す
る
路
線
と
し

て
確
保
し
、
財
政
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
に
開
始
さ
れ
た
下

水
道
汚
水
管
敷
設
工
事
は
、
一
部
地

域
の
施
工
を
以
て
六
年
間
の
当
初
計

画
ど
お
り
第
一
期
苫
前
地
区
工
事
分

が
完
成
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
港
地
区
埋
立
地
域
に

お
い
て
延
長
四
二
六
㍍
の
工
事
を
行

い
、
こ
の
区
間
の
完
成
を
以
て
苫
前

地
区
汚
水
管
布
設
計
画
の
全
線
二
一，

三
四
五
㍍
の
敷
設
工
事
は
完
了
い
た

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
前
年
度
よ
り
併
行
し
て

進
め
て
い
る
委
託
発
注
済
の
終
末
処

理
場
の
水
処
理
設
備
、
電
気
設
備
も

鋭
意
工
事
を
取
り
進
め
、
本
年
度
末

の
完
成
へ
向
け
万
全
を
期
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
対
策
の
推
進

生
　
　
活
　
　
環
　
　
境
　
　
の
　
　
整
　
　
備

水
道
施
設
整
備

交
　
通
　
対
　
策

河
川
、
排
水
整
備

生
活
排
水
等
処
理対

策
の
推
進
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社
会
情
勢
の
変
化
と
長
期
的
な
不

況
に
よ
る
経
済
情
勢
の
変
化
並
び
に
、

国
の
構
造
改
革
を
背
景
と
し
て
地
方

行
財
政
は
か
つ
て
な
い
大
転
換
期
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。

極
め
て
厳
し
い
行
政
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
中
、
引
き
続
き
、

第
四
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

行
財
政
全
般
の
見
直
し
を
行
い
、
町

民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と

随
時
、
適
切
な
改
革
を
推
進
し
、「
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政
の
再
構
築
」

を
目
指
し
、
新
し
い
時
代
に
即
し
た

町
づ
く
り
の
計
画
的
な
展
開
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

古
丹
別
市
街
地
区
を
含
め
そ
の
周

辺
地
区
の
住
民
の
方
々
へ
の
利
便
性

を
図
る
た
め
、
昭
和
二
十
一
年
に
古

丹
別
支
所
を
設
置
し
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
効
果
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
古
丹
別

支
所
を
公
民
館
へ
移
転
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

転
入
転
出
の
事
務
処
理
に
よ
る
混

乱
を
避
け
る
た
め
、
公
民
館
で
の
古

丹
別
支
所
の
事
務
を
四
月
十
二
日
か

ら
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
住
民
票

・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
登
録
証
明
書

等
の
交
付
、
税
金
や
各
種
手
数
料
等

の
収
納
な
ど
従
来
ど
お
り
の
事
務
を

取
り
扱
い
い
た
し
ま
す
。

第
二
十
七
次
地
方
制
度
調
査
会
の

最
終
答
申
が
昨
年
の
十
一
月
十
三
日

に
発
表
さ
れ
、
人
口
一
万
人
未
満
の

市
町
村
に
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、「
留
萌
中
部
３
町
村
任
意
合

併
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
合
併
す

る
と
し
た
場
合
の
姿
を
協
議
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
の
存

亡
に
大
き
く
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
住

民
、
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
合
併
の

是
非
は
合
併
特
例
法
の
期
限
が
平
成

十
七
年
三
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

更
に
、
合
併
特
例
法
期
限
後
の
新
た

な
法
律
も
、
今
の
通
常
国
会
で
制
定

さ
れ
る
見
通
し
か
ら
、
国
の
動
向
に

も
注
視
し
、
本
町
の
最
重
要
課
題
の

ひ
と
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

心
身
と
も
に
健
康
で
心
豊
か
な
人

間
性
の
涵
養
と
、
次
代
を
担
い
、
明

日
の
町
づ
く
り
に
意
欲
の
あ
る
人
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
支
え
、
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
の
基
礎
を
築
き
あ
げ
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
が
と
も
に
連
携
・
融
合
し
、
住
民

自
ら
が
、
主
体
的
に
学
ぶ
生
涯
学
習

体
制
の
整
備
充
実
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
他

の
行
政
部
局
、
更
に
、
各
種
の
教
育

機
関
や
民
間
教
育
関
係
団
体
と
も
密

接
な
連
携
の
も
と
、
最
善
の
努
力
を

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
平
成
十
六
年
度
の
町
政
に

臨
む
所
信
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

冒
頭
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
公
共
事
業
拡

大
に
よ
る
景
気
刺
激
策
は
か
つ
て
な

い
負
債
と
、
長
引
く
経
済
不
況
や
少

子
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
国

の
構
造
改
革
は
国
民
や
地
方
に
大
き

な
負
担
を
強
い
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
の
社
会
は
、
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
変
革
の
荒

波
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
本
町
の
枠
組
み
も
大

き
な
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
私
た
ち
の
世
代
に
は
次
の

世
代
に
向
け
た
発
展
基
盤
を
築
い
て

い
く
と
い
う
使
命
が
与
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

社
会
構
造
や
経
済
シ
ス
テ
ム
が
グ

ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
で
、
歴
史
的
な

変
革
の
渦
中
に
あ
り
、
国
際
社
会
や

国
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

本
町
の
現
状
や
課
題
を
十
分
認
識
し
、

将
来
を
見
据
え
た
本
町
発
展
の
着
実

な
推
進
を
図
る
た
め
、
最
前
の
努
力

を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
所
信
表
明

と
致
し
ま
す
。

行
政
改
革
大
綱

古
丹
別
支
所
の
移
転

行
政
改
革
の
推
進

市
町
村
合
併
問
題

生
涯
学
習
社
会
の
構
築

む
　
　
す
　
　
び
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古丹別地区学校給食共同調理場 

●議会事務局 

●農業委員会 
河端　勝美（兼） 

白府　敏広（兼） 

☆町長部局 

☆その他の執行機関 

小野田年克（道から派遣)・宮前　伸之・佐藤　隆裕 
平井　裕美（兼）・神永　正輝（兼）・川森　和美（兼） 

森　　哲也（兼）・小野田年克（兼） 

体育振興係 

公民館主事 

男女平等参画推進係 

白府　敏広（兼） 

成川　　敬（兼）・加賀谷之治（兼）・古林　佑介(兼)

社会教育係 

農　政　係 

事務局 総務係 

農　地　係 

総　務　係 

坂本　政恵・宇佐美知也 

名畑　克則 

小笠原伴実 

斉数　範章 

内田　亮人（兼） 

内田　亮人・伊藤　　優（兼） 

三好　康夫 

萩原　里美 
宮前　香弥・新田千佳子・桧森　　愛・佐藤　由香 

浜野　広和・助石　静治・宮前　香弥（兼）・新田千佳子（兼） 

佐藤　靖幸・松浦　有恒・畠山　夕子 

田中　房子・高田　和彦・長嶺　雄司・本田　　毅（兼）・星　　輝美（兼） 
課付係長　松原　泰司・佐々木　亮（留萌中部３町村任意合併協議会勤務） 

後藤たみよ（兼） 

後藤たみよ・石田　尚克・長嶺　雄司（兼） 

●教育委員会 

総務財政課 
課長 
岡田　貴行 
課長補佐 
山田　裕一 

町　民　課 

農林水産課 

建　設　課 

出 納 室 長 

課長 
本間　史郎 
課長補佐 
池田　文敏 
主幹 
開発　法起 
主幹 
中村　達也 
主幹 
加藤七穂子 

課長 
河端　勝美 
課長補佐 
小丹保隆二 

課長 
村田　正夫 
課長補佐 
加藤　　修 

課長補佐 
伊藤　通康 

課長 
伊藤　信行 

場長　伊藤　信行（兼） 

館長　伊藤　通康（兼） 

赤坂　一昭 

企画振興課 
課長 
渡辺　　正 

竹内　　勝 

●監査委員 
竹内　　勝（兼） 

下田　学・神永　正輝・宮前　伸之（兼）・佐藤　隆裕（兼） 

　総務財政課職員兼務 

川森　和美・平井　裕美（兼）・森　　哲也（兼） 
　　　　　　宮前　伸之（兼）・佐藤　隆裕（兼） 

●選挙管理委員会 

今野　雄一・川森　啓太・田中　稔久 

伊藤　広和・今野　雄一(兼)

(平成16年4月1日現在） 

平成16年4月1日付けで機構改革並びに人事異動がありましたので、新たな体制をお知らせします。 

苫前町苫前町（その他執行機関）（その他執行機関）機構図機構図  

係長 成川　　敬 

係長 成川　　敬 

係長 島田　秀美 

係長 加賀谷之治 

係長 山田　裕一（兼） 

係長 小澤　哲也 

係長 布市　光宏 

係長 能戸　眞悟 

係長 平井　幸喜 

係長 本田　　毅 

係長 泉　　泰仁 

業　務　係 

交通防災係 

財　政　係 

経理契約係 

税　務　係 

管　財　係 

総　務　係 

行革電算係 

古林　佑介・加賀谷之治（兼）・菅野　義一（兼） 

菅野　義一 

多田　秀之・菅野　義一（兼） 

桧森　隼人・能戸　眞悟（兼） 

鴨田　　誠・工藤　純司・田島　一史 
布市　光宏（兼）・成川　　敬（兼）・加賀谷之治（兼）・川森　和美(兼)

桧森　隼人（兼） 

多田　秀之（兼） 

商工観光係 

まちおこし係 

広報広聴係 

係長 中村　達也（兼） 

係長 
保健師長　加藤七穂子（兼） 

開発　法起（兼） 

係長 横野　宏和 

係長 伊藤　通康（兼） 支所長 伊藤　通康（兼） 

係長 白府　敏広 

係長 小丹保隆二（兼） 

係長 加藤　　修（兼） 

係長 星　　輝美 

係長 田沢　　収 

係長 八代　光晴 

係長 伊藤　　優 

係長 川村　　高 

係長 宮野　　亘 

係長 森　　哲也 

係長 森　　哲也（兼） 

係長 平井　裕美 

係長 長澤まゆみ 

森　　哲也（兼）・平井　裕美（兼） 

係長 
水産普及指導員　磯崎　　功　 

平井　栄治 
 

しあわせ係 

住　民　係 

けんこう係 

住　民　係 

農　政　係 

林務耕地係 

水　産　係 

古丹別支所 

管　理　係 

水　道　係 

下 水 道 係 

事　務　係 

出　納　係 

管　理　課 社会教育課 

管　理　係 

土　木　係 

建　築　係 

町　長 
森　　利男 

教育長 
広瀬　功直 

助　役 
斉藤　栄一 

管　理　課 

公　民　館 

事 務 局 長 

事 務 局 長 

書　記　長 
局長　岡田　貴行（兼） 
次長　山田　裕一（兼） 

係長　成川　　敬（兼） 

係長 加藤　誉美 

係長 加藤　誉美（兼） 

苫前町（その他執行機関）機構図 

※機構図中、網かけの課・係については新設されたもの。また、太字の職員が今回の異動対象者です。

杉野　雅英（建設課長）

小野　　好（建設課参事）

桑原　明守（総務課業務係長）

杉本　晴一（総務課交通防災係長）

今新きみ子（企画振興課商工観光係他）

堺田　真理（議会事務局書記）

浅野　和美（町民課けんこう係）

３月31日付け退職者
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３月10日午前10時
古丹別中学校卒業生21名

３月10日午前10時
苫前中学校卒業生18名

３月１日午後１時30分
道立苫前商業高等学校卒業生34名

春穏やかな日差しを浴びて、町
内の高校・中学校・小学校・保育
園保育所で卒業式などが執り行わ
れた。
生徒・児童・園児らは先生や関
係者からの祝福と励ましを受け、
新たな世界へ飛び立ち、慣れ親し
んだ学び舎を後にした。

３月20日午前10時
苫前小学校卒業生12名

３月19日午前10時
古丹別小学校卒業生11名

３月18日午前10時30分
力昼小学校卒業生　１名

３月26日午前10時
古丹別保育所修了児21名

３月25日午前10時
苫前保育園卒園児14名
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二
月
二
十
九
日
札
幌
市
定
山
渓
に

て
「
第
七
回
北
海
道
子
ど
も
か
る
た

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
苫
前
町
子
ど

も
会
の
小
中
学
生
二
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
中
学
生
の
部
が
第
三
位
、
小
学

生
の
部
が
敢
闘
賞
（
三
位
決
定
戦
敗

退
）
と
好
成
績
を
残
し
た
。

大
会
は
、
全
道
か
ら
小
学
生
三
十

一
チ
ー
ム
（
百
二
十
六
名
）、
中
学
生

二
十
八
チ
ー
ム（
百
十
名
）の
総
勢
五

十
九
チ
ー
ム（
二
百
三
十
六
名
）が
参

加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

小
学
生
の
部
で
は
、
初
戦
に
準
優

勝
の
枝
幸
町
に
一
枚
差
で
負
け
た
も

の
の
敗
者
復
活
戦
を
順
当
に
勝
ち
あ

が
り
、
三
位
決
定
戦
ま
で
駒
を
進
め

た
が
、
ま
た
し
て
も
一
枚
差
で
破
れ
、

敢
闘
賞
を
受
賞
。
中
学
生
の
部
で
は
、

三
回
戦
ま
で
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、

準
決
勝
で
優
勝
の
天
塩
町
に
僅
差
で

破
れ
、
三
位
決
定
戦
で
稚
内
市
を
破

り
見
事
三
位
と
な
っ
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
過
去
小
学
生
の

部
で
二
度
優
勝
し
て
い
る
が
、
中
学

生
の
部
の
入
賞
は
初
め
て
で
、
全
日

本
下
の
句
か
る
た
協
会
山
本
満
永
世

名
人
（
会
長
代
行
）
か
ら
認
定
さ
れ

る
段
位
に
お
い
て
、
瀬
川
貴
士
く
ん

（
苫
前
中
三
年
）に
２
段
が
認
定
さ
れ

た
。出

場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
小
学
生
の
部
（
敢
闘
賞
）

五
十
嵐
雄
大
、
長
澤
圭
宏
、
川
村

彰
（
苫
小
六
年
）、
星
野
幸
太
（
同
小

五
年
）、
五
十
嵐
大
空
（
同
小
四
年
）

▽
中
学
生
の
部
（
第
三
位
）

籾
山
隼
人
、
瀬
川
貴
士
（
苫
中
三

年
）、
籾
山
憂
気
、
瀬
川
久
美
子
、
小

澤
春
菜
（
同
中
一
年
）

三位入賞を果たす中学生チーム

敢闘賞受賞の小学生チーム

第５回　苫前町雪合戦大会

７人のサムライ（苫商高）２年連続優勝
２月２９日とままえ温泉ふわっと前広場において第５

回苫前町雪合戦大会が開催され、町内８チーム６５名が
参加し、苫商高生徒で編成さえれた「７人のサムライ」
チームが見事２年連続優勝を飾った。
◇大会結果は次のとおり

７人のサムライ 古中野球部

スキー少年団指導員　　朱蓮会Ｂ

優 勝 準優勝

３ 位

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会

議
会
議
員
大
熱
唱
！

三
月
六
日
と
ま
ま
え
温
泉
「
ふ
わ

っ
と
」
に
お
い
て
、
二
〇
〇
四
年
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
「
議
員
大
熱

唱
大
会
ｉ
ｎ
ふ
わ
っ
と
」
が
開
催
さ

れ
、
町
議
会
議
員
十
三
名
が
持
ち
前

の
歌
唱
力
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た
観

衆
２
５
０
名
か
ら
大
き
な
歓
声
を
受

け
て
い
た
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
放
映
で
も
お
な
じ

み
と
な
っ
た
「
温
泉
ダ
ン
サ
ー
ズ
」

も
特
別
出
演
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ

る
と
と
も
に
、
こ
の
収
益
金
の
一
部

が
苫
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
贈
呈

さ
れ
た
。

３月６日町公
民館にて「リサ
イクル広場」が
開催され、子供
服や靴、おもち
ゃなど約300点
が無料で提供さ
れ、訪れた親子
らは掘り出し物

に大喜び。このリサイクル品は、町公民館と役場
町民課けんこう係の担当者が子育て支援事業など
に参加している「子育て家庭」に、リサイクル品
提供を呼びかけ集めたもの。
来場者の中には、気に入ったリサイクル品を手

に「孫に何か良いものはないか」と訪れる方もお
り、会場でのアンケート調査でも「是非、続けて
ほしい。」との意見が多いとのこと。
町公民館では、年２回程度実施していきたいと

考えている。是非、足を運んでみては！

☆リサイクル広場大盛況☆



三
月
四
日
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
平

成
十
五
年
度
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官

定
例
表
彰
式
に
お
い
て
、
苫
前
町
消
防

団
（
小
倉
哲
志
団
長
、
団
員
九
十
二
名
）

が
、
日
頃
の
消
防
実
践
訓
練
や
地
域
防

火
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
な
ど
を
通
じ
た
火

災
予
防
活
動
が
認
め
ら
れ
、
消
防
庁
長

官
表
彰
並
び
に
竿
頭
綬
の
授
与
を
受
け

た
。
今
定
例
表
彰
式
で
の
竿
頭
綬
授
与

は
、
全
国
で
三
十
六
機
関
が
受
賞
し
て

い
る
。

受
賞
を
受
け
た
小
倉
団
長
は
、「
日

頃
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
ん
な
、
う

れ
し
い
こ
と
は
な
い
。
近
年
、
小
さ
な

火
災
は
あ
る
も
の
の
、
大
事
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
今
後
も
生
命
と
財
産
を
守

り
、
火
災
の
な
い
町
づ
く
り
に
努
め
た

い
。」
と
更
に
身
を
引
き
締
め
て
い
た
。

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９
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この度、道が実施し
た「林野火災予防に関
する作品コンクール」
において、瀬川直生君
（苫前小入選時５年）
が１３３０作品の中か
ら上位３名に入る知事
賞入選を果たし、３月
４日同校校長室にて留

萌支庁の佐々木啓林務課長より表彰状が伝達された。
入選作品は、山火事から逃げ惑う動物達を描いたもの
で、動物達への思いやりがよく表現されている。
瀬川君は、日頃から絵を描くことが大好きで、留萌信
金の絵画コンクールでも入賞し、カレンダーにも掲載さ
れているほどの腕前。
この作品は、この４月には「山火事予防啓発用ポケッ
トティッシュ」にも活用され、約６０００個が管内各市
町村に配布される。
なお、作品は「ちびっ子ギャラリー（18頁）」で紹介
しています。

林野火災ポスター
瀬川直生君が入選

◇シルバー防火クラブ防火講座
３月１２日役場大会議室において町シルバー

防火クラブ防火講座が初めて開設され、同ク

ラブ加盟の町内老人クラブ１１地区２７名が

参加し、火災通報１１９番体験や心肺蘇生方

法、消火器による消化訓練などいざというと

きのために火災予防や人命救助方法など学ん

でいた。

◇実施期間
４月２０日（火）～４月３０日（金）まで

◇目　　的
この運動は、火災が発生しやすい気候となる時期を

迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り

もって火災の発生を防止し、死傷事故や財産の損失

を防ぐことを目的とする。

◇統一指標

『その油断　火から炎へ　災いへ』
◇重点目標
（１）住宅防火対策の推進
（２）林野火災予防対策の推進
（３）乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進
（４）放火火災予防対策の推進



土
砂
災
害
に
ご
注
意
を
！

土
砂
災
害
に
ご
注
意
を
！

広報とままえ　４月号 12頁

島根県　吉田村VS苫前町　対戦決定！　５月26日（水）開催 
（2,396人） （4,313人） 

◎チャレンジデーとは？
５月の最終水曜日の午前０時から午後９時までの間、15分間
以上の運動を行った人の参加率を競い合う住民参加型スポー
ツイベントです。
参加率とは以下のとおりです。
参加者人数÷人口（平成16年２月１日現在の4,313人）

○参加対象　苫前町内にいる全ての人
（町外の通勤者、観光客も対象となります。）

○実施種目　１５分以上を継続して体を動かしていれば、
スポーツの種目は問いません。

○実施場所　苫前町内であればどこでもＯＫ！

苫
前
小
学
校
卒
業
生

盲
導
犬
募
金
箱
を
設
置

苫
前
小
学
校
卒
業
生
（
12
名
・
教
諭

山
田
洋
一
）
が
総
合
学
習
に
お
い
て
、

全
道
に
盲
導
犬
の
状
況
に
つ
い
て
学
習

し
、
町
内
に
盲
導
犬
の
募
金
箱
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
北
海
道
盲

導
犬
協
会
か
ら
募
金
箱
を
提
供
い
た
だ

き
、
募
金
活
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

る
た
め
、
苫
前
郵
便
局
、
と
ま
ま
え
温

泉
ふ
わ
っ
と
、
町
公
民
館
の
窓
口
へ
募

金
箱
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
学
習
で
学
ん
だ
内
容
に
つ
い

て
、
Ａ
４
版
四
つ
折
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
盲
導
犬
を
育
成
す
る
た
め

の
費
用
（
一
頭
に
つ
き
三
百
万
円
）
や

盲
導
犬
が
不
足
し
て
い
る
状
況
、
留
萌

市
で
の
盲
導
犬
利
用
者
の
声
を
掲
載

し
、
募
金
活
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

昨年に引き

続き、苫前町

体育協会と苫

前町スポーツ

少年団本部を

主体に実行委

員会を組織し、

まちの様々な力を活かし、元気な地域づくりの

「きっかけ」として、全ての町民が参加できるチャ

レンジデーを実施することとなりました。

対戦相手の吉田村は、島根県飯石郡に位置し、

人口2,396人の村で、古くから鉄生産の村として知

られております。
町民皆様の心をひとつに、
まちが元気になるよう頑張りましょう！

田沢苫前郵便局長へ募金箱を手渡す児童

今年も交通安全を願って！
新入学児及び園児らへ町内の各団体や企業から交通
安全を願うマスコットや用品が届けられ、関係者に
喜ばれている。寄贈を行った団体及び企業は、次の
とおりです。ありがとうございました。
○商工会女性部～「手作りの鈴」
○高齢者事業団～「ひょうたんマスコット」
○苫前婦人会～「カエルと犬のマスコット」
○（株）藤観光バス～「ランドセルカバー」
○沿岸バス(株)～「手提げ袋」鈴を手渡す商工会女性部 手提げ袋を寄贈する出口沿岸バス代表取締役

土
砂
災
害
危
険
箇
所
図
作
製

北
海
道
留
萌
土
木
現
業
所
で
は
、

台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
に
よ
り
土

砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

計
画
的
な
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
危
険
箇

所
を
広
く
道
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

し
、
早
め
の
避
難
な
ど
防
災
対
策
に

役
立
て
る
た
め
、「
土
砂
災
害
危
険
箇

所
図
」
並
び
に
「
土
砂
災
害
の
予
防

に
向
け
て
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
広

報
折
込
パ
ン
フ
）
を
作
成
し
た
。

危
険
箇
所
図
で
は
、
町
内
危
険
箇

所
七
十
二
箇
所
（
土
石
流
危
険
箇
所

二
十
二
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所

四
十
六
、
地
す
べ
り
危
険
箇
所
四
）

が
示
さ
れ
、
今
後
、
各
地
区
集
会
施

設
並
び
に
指
定
避
難
所
へ
掲
示
さ
れ

る
。「

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

一
度
、
最
寄
の
施
設
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

苫
前
小
学
校
卒
業
生

盲
導
犬
募
金
箱
を
設
置
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社会教育課からのお知らせ

苫前町教育委員会 社会教育課　　　電話　5－4076
E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp　　HPアドレス：http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの生涯学習、応援します～ お問い合わせ・ご相談は… 

スポーツセンターの開館時間が変わり
職員が公民館へ移りました！

現在の体制をスリム化し、より効果的なサ
ービスを提供するため行政改革の一環とし
て、スポーツセンターの開館時間を次のとお
り変更いたしました。
職員は公民館勤務となりますが、委託管理
人を配置しますので、引き続き体育施設とし
てご利用いただけます。
なお、連絡先電話・FAX（５－４５１５）は、
これまで同様となっており、管理人不在の場
合は、公民館へ転送されることとなっており
ます。町民の皆様のご理解とご協力をお願い
いたします。

スポーツ安全保険に加入しましょう〈平成16年度受付中〉
～加入受付完了の翌日から平成１７年３月３１日まで有効です～
■子ども（中学生以下、団体活動のみ）500円　■子どもワイド（個人活動も保障）1,050円
■大人のスポーツ活動　　　　　　　1,500円 ■大人（文化・地域活動等） 500円

■老人クラブ等（６０歳以上） 800円

□苫前町公民館、苫前福祉センターで受付しています。

社会教育施設が５月１日からオープンします！

□苫前町Ｂ＆Ｇ海洋センター
期　間　５月～９月

□苫前町野球場
期　間　５月～１０月（5：00～21：00）
使用料　夜間照明料　20分　310円

マナーを守って
ご利用下さい。

□苫前町郷土資料館
期　間　５月～１０月（10：00～17：00）
入館料　大人　210円　小人　100円
休館日　月曜日（夏休み期間を除く）但し、月曜

日が祝日の場合は開館し、翌日の火曜日
を休館とする。

□苫前パークゴルフ場
（からまつ・はまなすコース）

□古丹別リバーサイドパークゴルフ場
□力昼パークゴルフ場
期　間　５月～１０月（６：３０～日没まで）
使用料　無料
用　具　スポーツセンター、苫前町郷土資料館、

とままえ温泉ふわっとで貸出ししています。

区　分 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

土曜日 

日曜日 

祝祭日 

※平日の午前中を休館とさせていただきますので、ご協力方よろしくお願いい 
　たします。なお、事業等により平日午前中の使用を希望する場合は、お申し 
　出下さい。 

備　考 

従来どおり 

但し、夏・冬休み期間 
は、午前９時より開館 
します。 

従来どおり 

　９：００～２１：００ 

１３：００～２１：００ 

　９：００～１７：００ 

開　　　館　　　時　　　間 

休　　　館 

午　　前 午　　後 夜　　間 

10時～12時 13時～17時 18時～20時30分 

○ 

○ ○ 

火～金曜日 ○ ○ 

土・日曜日祝日 ○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

区　分 町　内 町　外 

中学生以下 無料 １００円 

高校・一般 １００円 ２１０円 

使用料 

～　休　館　日　～ 
月曜日（夏休み期間を除 
く）。但し、月曜日が祝 
日の場合は開館し、翌日 
の火曜日を休館とします。 

６月 

区　　　分 

土・日曜日祝日 ９月 

火～金曜日 ５月 
・ 

7月～8月 火～日曜日祝日 
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豊浦・昭和・興津地区の担当民生委員児童委員に
芳賀良子さん（字昭和＝61才主婦）が委嘱され、２
月２６日苫前町民生員協議会席上、委嘱状が交付さ
れました。
日頃から子ども会や農協女性部、老人クラブなど
の活動を支援し、地域からの信望が厚い方です。趣
味は、木彫を手がけサークル活動にも参加。「微力で
はありますが、地域の方のためにお役に立てるよう
頑張ります。」と抱負を語ってくれました。

病院栄養士協議会（会長田井陽子）は３月13日町公
民館において、18名の親子が参加のもと料理教室を
開催した。
最近、朝食を食べない家庭が増えており、栄養を
しっかり取れる簡単レシピにより、「おにぎり」や
「ほうれん草入りチーズオムレツ」、「なめこ汁」、「キ
ャベツおひたし」の４種類を調理。
参加した子ども達は、「これなら私も作れるかな！」
と料理を通して親子が触れ合っていた。中には手馴
れたちびっ子料理人も！

今
月
の
担
当
は
加
藤
保
健
師
長
で
す
。 

い
ま
す
。
実
は
、
こ
の
「
歯
周
病
」

は
二
〇
歳
代
に
、
既
に
始
ま
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
、

大
丈
夫
で
す
か
？

歯
周
病
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

①
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
口
腔
内

を
清
潔
に
保
つ

②
噛
み
応
え
の
あ
る
物
を
食
べ
る
。

③
カ
ル
シ
ウ
ム
や
た
ん
ぱ
く
質
を
し

っ
か
り
と
と
る
。

歯
の
健
康
を
保
つ
こ
と
で
、
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
、
栄
養
を
し
っ
か
り

と
摂
る
こ
と
で
、
体
も
元
気
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
口
腔
内
に
特
に
ト
ラ

ブ
ル
が
な
く
て
も
年
１
回
「
歯
医
者

さ
ん
」
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
！

厚
生
労
働
省
で
は
、
八
〇
歳
に
な

っ
て
も
二
〇
本
は
自
分
の
歯
を
保
つ

こ
と
を
目
標
と
し
た
「
８
０
２
０
運

動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

二
〇
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
、
自

分
の
歯
で
何
で
も
噛
ん
で
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
四
〇
歳
代
を
境
に
急

速
に
歯
が
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、「
歯
周
病
」
が
一
番

多
く
、
次
い
で
「
虫
歯
」
と
な
っ
て

歯　周　病　チ　ェ　ッ　ク　10
①歯ぐきは、ピンク色ではなく、赤い色をしている。
②歯ぐきが腫れている。
③歯ぐきから血が出ることがある。
④唾液がねばねばしている。
⑤歯が浮く感じがしたり、むずむずする。
⑥歯が長くなった気がする。
⑦口臭がする。
⑧硬い物が、噛みにくくなった。
⑨歯ぐきを押すと膿が出ることがある。
⑩歯ぐきがグラグラすることがある。
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

「介護保険制度について」

40歳～64歳の方を第２号被保険者といい、老化に

起因する特定疾病により介護が必要となった場合、サー

ビスを利用できます。保険料は、加入医療保険に上乗せ

し納付します。

65歳以上の方は第１号被保険者といい、介護が必要

となった場合、原因を問わずサービスを利用することが

できます。保険料は、所得に応じて５段階に分け、年金

又は納付書により納めることとなります。

Ｑ　介護保険の対象は何歳からですか？

介護サービスを受ける場合には、費用の１割が自己

負担となります。介護サービスは、在宅サービス（ヘル

パー、デイサービス、訪問看護、ショートステイ等）と、

施設サービス（老人福祉施設、老人保健施設、療養型医

療施設等）があり、在宅サービス費用は、１回の利用に

つき※500～2,000円程度、施設サービス費用は１ヶ月

につき※3万～5万円程度が目安となります。（※要介護

度等により金額が異なります。）

Ｑ　介護保険の対象は何歳からですか？

サービスを利用したい場合には、苫前町役場しあわせ係

及び古丹別支所窓口において申請手続きをしてくださ

い。

介護保険サービスを利用するには、心身の状況をチ

ェックする要介護認定（要支援、要介護1～5）を受け

なければ、サービスを利用することができません。介護

Ｑ　介護サービスを利用するにはどうしたら
よいですか？

お問い合わせ　苫前町役場町民課しあわせ係
01646-4-2211（内線273）まで

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
老
人
保
健
制
度
と
は
ど
ん
な
制

度
で
す
か
？

Ａ
　
老
人
保
健
制
度
は
、
市
町
村
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
医
療
と
保
健
の

総
合
的
な
制
度
の
こ
と
で
す
。

Ｑ
　
そ
の
内
容
は
？

Ａ
　
七
十
五
歳
以
上
（
一
定
の
障
害

の
あ
る
方
は
六
十
五
歳
以
上
）
の
方

と
、
昭
和
七
年
九
月
三
十
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
に
、
適
切
な
医
療
を
提

供
し
、
ま
た
、
四
十
歳
以
上
の
方
の

成
人
病
予
防
な
ど
の
保
健
事
業
を
行

う
と
い
う
も
の
で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
に
は
、

町
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
医
療
受
給
者

証
」「
健
康
手
帳
」
と
、
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
の
「
保
険
証
」
を
忘
れ

ず
に
受
付
窓
口
に
提
示
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
病
院
な
ど
で
か
か
っ
た

費
用
の
一
割
（
一
定
以
上
の
所
得
の

方
は
二
割
）
の
一
部
負
担
金
を
支
払

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
一
ヶ

月
に
支
払
う
一
部
負
担
金
（
入
院
中

の
食
事
代
を
除
く
保
険
適
用
分
）
が

高
額
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
高
額
医
療
費
と
し
て

払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。高

額
医
療
費
の
支
給
対
象
と
な
る

一
ヶ
月
あ
た
り
の
負
担
限
度
額
は
次

の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

40,200円
72,300円+（実際の医療
費－361,500円）×1％
（40,200円）

12,000円 40,200円

8,000円

24,600円

15,000円

一定以上所得者

一　　　般

Ⅱ　
（住民税非課税の
世帯に属する方）

低
所
得
者
（
住
民
税
非
課
税
）

Ⅰ　
（Ⅱのうち所得が
一定の基準に満た
ない方）

外来限度額
（個人ごと）

入院及び世帯の

限度額

〈備考〉・金額は１月当たりの限度額

・（ ）内の額は、多数該当の場合（４回以降）

・長期高額疾病については、自己負担限度額は１万円となります。

Ａ

Ａ

Ａ
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野山の味覚を親しむ「山菜｣。例年、たくさんの愛好者
が、それぞれの穴場に入山し方向を見失ったり、沢への
転落、熊に襲われる事故が起きています。
特に、タケノコ採りに無我夢中で、背丈以上もある笹
薮奥深くに入って迷ったり、熊に襲われるケースが多い
ようです。
慣れた山でも、油断するとそこに事故の「落とし穴」
があることを忘れずに、

≪事故を防ぐためのポイント≫

・一人で山菜取りには行かない

・家族等に行き先と帰る時間を知らせる

・歩いた場所がわかるように目印を付ける

・目立つ服装をし、笛や雨具等を携行する

・道に迷った場合は、体力の消耗を考え落ち着い

て行動する

・連絡手段として携帯電話等を携行する

・熊除けのため、ラジオや鈴を携行する

・熊の出没情報に注意し、熊の足跡や糞を見たと

きは、引き返す

羽幌警察署

きらりコンポスト無料配布

４月24日（土）決定
午前９時　　　　苫前（役場車庫前）
午前10時30分 古丹別（旧古丹別支所前）

◆配布総数量
１,２００袋（１袋５キロ詰め）
◆配布方法
１人につき３袋まで
両地区ともに先着６００袋まで
指定された場所に取りにこられた方のみに配布しま
す。（電話での予約は、受け付けませんのでご了承
願います。）
◆配布時間
上記時間から
１時間程度

詳しくは町民課
けんこう係まで
お問い合わせく
ださい。

３月１日に設立した留萌中部３町村任意合併協議会

は、３月26日苫前町公民館で第２回目を開催し、合併

協議項目のうち特に住民生活に関わりの深い項目や協

議をスムーズに進めるうえでの基本かつ重要項目を先

行して協議することとし、まず、合併するとした場合

の方式は「新町を設置する新設合併」とし、合併する

とした場合の期日は「合併特例法の法改正を前提とし、

合併特例法（経過措置規定)が適用される期間内を目標」

とする内容が確認された。

詳しくは、役場企画振興課まちおこし係と古丹別支

所で議事録が閲覧できるとともに、同協議会事務局に

て「協議会だより」が発行されます。また、ホームペ

ージも開設されましたので、内容を確認したい方は、

ご覧いただきたいと思います。

また、協議会は次回４月22日午後2時

より初山別村自然交流センターで開催さ

れますので、傍聴を希望される方は、日

程をご確認の上おいでください。

町税の納期
今月は

の納入月です。

納期内納入に
ご協力願います。

軽自動車税

苫前町の交通事故情報
平成16年２月末現在

交通事故死ゼロ日数は

２月29現在で652日

発生件数

１件

死者数

０人

負傷者数

１人

4月

I n f o r m a t i o n

お知らせ

暮らしの情報暮らしの情報

お知らせ
I n f o r m a t i o n

◆山菜取り無我夢中に落とし穴

楽しい山菜取りを
満喫しましょう。

（ 生 ゴ ミ 堆 肥 ）

http://www3.town.haboro.hokkaido.
jp/gappei/index.htm

ホームページアドレス

◆留萌中部３町村任意合併協議会情報

苫
前
町
へ
寄
付

○
古
丹
別
　
伊
　
藤
　
ハ
マ
エ
　
様

○
古
丹
別
　
古
丹
別
中
学
校

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
班
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
苫
前
町
振
興
公
社
　
様

○
九
　
重
　
矢
　
田
　
正
　
雄
　
様

各
町
内
会
へ
の
寄
付

（
苫
前
町
内
会
へ
）

○
札
幌
市
　
田
　
村
　
理
都
子
　
様

（
香
川
町
内
会
へ
）

○
札
幌
市
　
高
　
橋
　
　
　
豊
　
様

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
寄
付

（
九
重
白
葉
会
へ
）

○
九
　
重
　
矢
　
田
　
正
　
雄
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す
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平成16年４月１日
プレジャーボート条例スタート
平成16年４月１日
プレジャーボート条例スタート

４月１日からプレジャ
ーボート等の水難事故
を防止し、水域を安全
に利用できるよう「北
海道プレジャーボート
等の事故防止等に関す
る条例」が施行され、

モーターボートやヨット、水上オートバイなど20トン
未満の小型船舶の操縦者及び所有者における安全な操縦
や安全管理義務が規定されているほか、提供事業者への
届出が義務付けられており、違反者へは罰則（罰金等）
規定も盛り込まれています。
場所によっては、利用できる水域に制限されており、
詳しくは、北海道担当窓口へお問い合わせください。

ルールを守って楽しみましょう！
◇お問い合わせ先◇
北海道留萌支庁地域政策課主査（防災担当）
�０１６４－４２－１５１１

社会保険庁では、被保険者の将来設計など年金行政
サービスの質の向上を図るため、年金受給が近づいた
58歳到達者に対して、被保険者記録を通知し、希望者
への年金見込額を提供するサービスを３月15日から実
施しています。
被保険者記録の事前通知及び年金見込み額の提供に
係る業務内容は、社会保険庁ホームページに掲載し、
照会専用電話を次のとおり設置しましたので、お気軽
にお問い合わせください。

◇年金加入記録のお知らせ（３月15日から）
�　０４２２－７０－００７７
◇年金見込み額のお知らせ（４月22日から）
�　０４２２－７０－００８８
◇年金電話番「Ｑ＆Ａ」 （３月15日から）
�　０１１－２０７－２２５５
社会保険庁ホームページ～WWW.nenkin.go.jp

◇説明会 ４月15日(木）パワスポ留萌
10時～　　　　建設業以外
13時30分～　建設業

◇集合収集 ５月12日 13時～15時
苫前町商工会

※５月20日まで随時、留萌労働基準監督署に
おいても行っております。

これまで留萌管内では、弁護士不在のため法的サ
ービスを受けることができませんでしたが、今年２
月に大谷和広弁護士（35歳）が赴任し、公設弁護士
事務所「留萌ひまわり基金法律事務所」が開設され
ました。
現在、１日平均３件程度の相談があり、早期の相

談は、結果的に時間と費用の縮小につながるケース
が多いとのこと。
困ったときは、まず相談してみては、いかがでし

ょうか。

◇◇◇留萌ひまわり基金法律事務所◇◇◇

留萌市開運町２丁目４番１号
センチュリービル２階

ＴＥＬ　０１６４－４２－３３４１
ＦＡＸ　０１６４－４２－３３４２

ｍａｉｌ 1.o-rumoi@circus.ocn.ne.jp

◆社会保険庁照会専用電話開設

◆労働保険年度更新の申告・納付
５月20日までに

戸
籍
の
小
箱

池
田
　
光
来

か
い
ら

守
晃
／
純
子
２
月
14
日
古
丹
別

島
田
宗
一
郎

そ
う
い
ち
ろ
う

秀
美
／
香
織
２
月
17
日
苫
　
前

小
畑
　
一
葉

か
ず
は

洋
起
／
京
子
３
月
２
日
苫
　
前

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

長男長男長男

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

濱
野
松
五
郎
（
78
歳
）
２
月
24
日

旭
　

伊
藤
　
　
悟
（
74
歳
）
３
月
13
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

苫
前
婦
人
会
様
か
ら
の
寄
贈

○
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
（
布
巾
三
十
一
枚

・
雑
巾
二
十
五
枚
・
タ
オ
ル
八
枚
）

○
苫
前
小
学
校
へ
（
雑
巾
二
十
五
枚
）

○
苫
前
中
学
校
へ
（
雑
巾
二
十
五
枚
）

○
苫
前
保
育
園
へ
（
雑
巾
二
十
五
枚
）

古
丹
別
婦
人
会
様
か
ら
の
寄
贈

○
公
民
館
へ
（
雑
巾
三
十
枚
、
布
巾
十
五
枚
）

○
古
丹
別
小
学
校
へ
（
交
通
安
全
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
二
十
二
冊
、雑
巾
五
十
五
枚
）

○
古
丹
別
中
学
校
へ
（
雑
巾
四
十
五
枚
）

○
古
丹
別
保
育
所
へ
（
雑
巾
三
十
二
枚
）

越
　
後
　
和
　
己
（
苫
　
前
）
斉
　
藤
　
瑠
　
衣
（
羽
幌
町
）

宮
　
前
　
伸
　
之
（

旭
　
）
八
　
島
　
香
　
弥
（
苫
　
前
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

お

詫

び

広
報
三
月
号
「
文
芸
」
作
品
に
お
い
て

誤
り
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
と

と
も
に
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

古
丹
別
　
住
吉
美
恵

餞
の
「
日
日
勉
強
」
と
差
し
延
べ
し

掌
の
熱
き
ひ
と
今
に
し
恋
ふ
る

古
丹
別
　
大
矢
根
亮
子

母
逝
き
し
如
月
白
く
雪
明
か
り

眠
れ
ぬ
ま
ま
に
幻
影
を
追
ふ

◆留萌に公設弁護士事務所開設
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▽
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
山
々
も

色
づ
き
は
じ
め
る
頃
、
上
平
の
小
林

幸
三
郎
さ
ん
か
ら
、
こ
ん
な
一
枚
の

写
真
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
▽
場
所
は
、

上
平
町
営
牧
場
内
の
沢
地
。
ヤ
チ
ブ

キ
が
一
面
に
咲
き
誇
る
▽
毎
年
、
四

月
下
旬
か
ら
五
月
中
旬
ま
で
満
開
に

な
る
▽
是
非
、
皆
さ
ん
に
も
見
て
ほ

し
い
と
の
こ
と
▽
ヤ
チ
ブ
キ
は
、
お

し
た
し
や
ゴ
マ
和
え
、
お
汁
に
し
て

も
美
味
し
い
と
の
こ
と
。

読者フォトギャラリー

このコーナーは、町内の保

育所（園）や小中学校の園

児や児童生徒の作品を紹介

します。ひとりでも多くの

作品を紹介したいと思って

います。

５月号の予定は古丹別中学

校の生徒のみなさんです。

苫前小学校の児童の作品

動物の逃げま
わっている姿
をうまく表現
できました。

６年

瀬川　直生くん

服の感じが上手
にできてよかっ
たです。もう少
し名前がはっき
りでると良かっ
たです。

５年

瀬川　和真くん

一番難しかった
所は、手です。
指をほるのが難
しかったです。

５年

能登　知絵さん

五文字の中で
「ぶ」が一番上
手くできまし
た。

５年

村本　茜さん

風力発電の売電状況
（町営分）

16年の実績（１～２月分）
１０，３０１，３７１円

平成16年２月分の実績
・供給電力量
５０４，６９０ｋＷｈ
６，３３２，５９７円

（設備利用率２７．９２％）

『りゅうくん涙
ながさないで』

空の色やりゅうの
うろこの色がぬる
のがむずかしかっ
たです。 ３年

原野　未来さん

『マジョを
やっつけた』

マジョがおされてい
るところが、うまく
いった。むずかしか
ったところは、女の
子をかくところです。

４年

西村　涼汰くん

『コロコロ
クルリン』

『山火事注意』

『笑っている自分』

『笑っている自分』

『世界を結ぶ』

犬の大好きな骨を
つけました。うま
くできて気に入っ
ています。 ２年

成川　楓さん

『おかしのいえ
みつかった』

工夫したところは、
木をいっぱいかい
たところです。

４年

久野　龍一くん


